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セイヨウナシ黄緑色系品種の色彩色差計利用による追熟完了時期の判定法
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追熟中の果実を 3～ 4日 間隔で色彩色差計 (ミ ノルタ製
1 は じ め に CR-200型)を用いて,果実の陰光面のサビの少ない部位

セイヨウナンの追熟完了時期は,黄緑色系品種において  1カ 所を定めて果色を測定した。測定はHUNTER表色系

追熟中に果色が黄緑色から黄色に変化した時が 1つ の目安  (L=明度,a=+(赤 )～ ―(緑),b=+(黄 )～ ―(青 )}

とされている。                     により測定し,黄化指数 (指数=LXb/lal)の 推移

そこで,交雑実生果実の追熟完了時期判定に利用するこ  をみた。
とを目的として,色彩色差計を用いて本県の主要品種であ    2)カ ラーチャートによる測定

る `ラ・ フランス' シ`ルバーベル',`ル・ レクチェ'等   ニホンナシ地色カラーチャート (果樹試基準)を用いて

の追熟中の果色変化の推移を検討したので報告する。     L記 果実について同様に測定し,果色の推移をみた。
6)収穫時期別の果実調査

2試 験 方 法
収穫時と追熟したと思われる時点で果色,果実重,糖度 ,

(1)供試果実及び追熟方法               滴定酸度,硬度,コ ード反応,食味 (1:ま ずい～ 5:う

場内産 `ラ・ フランス',`ンルバーベル',`ル・ レクチェ',  まい)について常法により調査した。

`パッスクラサン'各品種を収穫適期前後10果づつ 3回に 3 試験結果及び考察
分け収穫し,5℃で7日 間予冷し室温で追熟させた。

2)果色変化の測定
1)色彩色差計による測定

表 1 収穫期別果実調査結果 (1991年 )

果実調査結果では,各収穫日とも収穫適期巾に入つてい

ると見られ,追熟は順調に行なゃれた。(表 1)
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黄化指数を経日的な変化で見ていくと,.ル・ レクチェ'

で各収穫日とも追熟中に緩やかな上昇カープに続き急激な

上昇下降のある変曲点が見られた。(図 1)

この変曲点の急下降期頃が果実調査による追熟完了時期  長
と概ね一致した。このことは一昨年までの調査でも,供試  化

した他の 3品種でも同様な傾向であった。          指

カラーチャートの経日変化は,果色の値が緩やかに上昇  
数

し `ル・ レクチェ'で本年も54頃が追熟完了時期であつ

た (図 2)。  既存品種で既に追熟完了時期のカラーチャー

トの値の目安があるものでは,追熟の判定の1つ として利

用出来るが,未知な品種ではこの値が不明であり判定 しに

くい面を持っている。
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追熟中のカラーチャートの経日変化
ル・ レクチェ (1991年)▼追熱期

収穫前から追熟完了時期までの果色変化のパターンを

'ル・ レクチェ'で示した (図 3)。  黄化指数はL値や
b値の変化が少ないため,a値の変化により大きく変わっ
ていくものである。黄緑色から黄色へ追熟変化する品種は,

a値の一側から十側へ変わる時期にゼロ点を通り上昇下降

の変曲点が現われると判断出来る。

尚,サ ビの部位の測定や褐色品種では,こ の黄化指数の

変化に振れがでたリパターンが異なるので,さ らに検討す

べきと考えられる。

4 ま と め

以上の結果から,黄緑色系品種で,追熟中の黄化指数の

経日変化は緩やかな上昇カープに続き,急上昇急下降の変

曲点が見られ,こ の急下降してきた時期が概ね追熟完了時

期と判断された。この方法を用いることにより,非破壊法

で交雑実生の果実や追熟完了時期の不明な品種の追熟判定

に利用出来ると考えられる。

また,収穫適期の判定でも果色の変化が黄化指数の小さ

な変曲点として現われる傾向にあり,さ らに検討すべきと

考えられる。
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図3 ル・ レクチェの収穫前から追熟完了時期までの
果色変化パターン図
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